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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 7,949,399 9,240,784 10,657,418

経常利益 (千円) 668,997 354,836 825,585

四半期(当期)純利益 (千円) 435,579 237,752 532,832

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 438,066 241,967 541,073

純資産額 (千円) 3,624,348 3,818,714 3,727,355

総資産額 (千円) 8,253,389 8,723,861 7,995,088

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 52.26 28.53 63.93

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.9 43.8 46.6
 

　

回次
第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 26.03 1.75
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行っております。前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定してお

ります。

　

EDINET提出書類

イフジ産業株式会社(E00511)

四半期報告書

 2/20



　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容につい
て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動
等または、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま
せん。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの
であります。
 なお、当第３四半期連結累計期間は、「第４　経理の状況」において、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書を作成していないため、キャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容は記載しており
ません。
　
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策への期待による株価の上昇や円高の是正
等により国内景気は緩やかに回復の気配が見られました。　
食品業界におきましては、円安の進行や消費税の増税が決定したことから、今後様々な商品の値上げ
により消費者の生活防衛意識が強まることが予想され、依然として予断を許さない経営環境が続いてお
ります。　
このような状況の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、鶏卵関連事
業において、販売数量が増加したことや鶏卵相場が高く推移したこと等により、売上高は、前年同期比
16.2％増の9,240百万円となりました。

　損益につきましては、鶏卵関連事業において、鶏卵市場での供給量減により夏場以降に鶏卵相場が高
騰し、原料買付単価が大幅に上昇したこと等により、営業利益は同47.7％減の333百万円、経常利益は
同47.0％減の354百万円、四半期純利益は同45.4％減の237百万円となりました。
　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　
①鶏卵関連事業

当セグメントにおきましては、販売価格及び原料仕入価格が相場に連動して変動するものが多く、鶏
卵相場が高く推移した場合は売上高、仕入高とも増加し、低く推移した場合は売上高、仕入高ともに減
少する傾向にあるため、販売価格と仕入価格の差益を一定にする努力をしております。
当セグメントの販売数量につきましては、前年同期比8.6％増加と好調に推移しました。

　売上高につきましては、販売数量の増加及び鶏卵相場（東京Ｍ基準値）の平均（４～12月）が前年同
期間に比べ9.7％（約18円）高く推移したことから、鶏卵相場に連動する液卵の販売単価も高くなり、
液卵売上高は前年同期比17.3％増の7,725百万円となりました。また加工品売上高は同12.2％増の382百
万円、その他売上高は同44.3％増の212百万円となりました。この結果、合計売上高は同17.6％増の
8,320百万円となりました。

　損益面につきましては、夏の猛暑の影響や「成鶏更新・空舎延長事業」による鶏卵市場での供給量減
により定期原料買付数量が減少したこと、販売数量が好調に推移したことから原料の必要数量が増加し
たことに加え、秋以降の鶏卵相場が急激に高騰し、定期に比べ割高な当用買いでの原料買付数量が増加
したこと、以上のような理由から原料買付単価の上昇が販売単価の上昇を上回ったため差益が減少し、
セグメント利益は同57.8％減の240百万円となりました。

②調味料関連事業

当セグメントの売上高につきましては、主に既存の商品の販売が回復してきたことにより、前年同期
比3.4％増の888百万円となりました。

　セグメント利益につきましては、売上高の増加並びにコスト削減及び充填設備の更新に伴う生産ライ
ンの見直しによる生産効率の向上等により、前年同期比32.4％増の77百万円となりました。　

③その他

当セグメントにつきましては、太陽光発電による電力の販売が本格化したことにより、売上高は前年
同期比115.6％増の31百万円、セグメント利益は同69.6％増の14百万円となりました。　
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は8,723百万円となり、前連結会計年度末に比べて728百万円
増加しました。
流動資産は4,750百万円となり前連結会計年度末に比べ656百万円増加しました。主な要因は、受取手
形及び売掛金の増加717百万円及び現金及び預金の減少66百万円等によるものであります。
固定資産は3,973百万円となり前連結会計年度末に比べ72百万円増加しました。主な要因は、土地の
増加39百万円及び機械装置及び運搬具の増加32百万円等によるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は4,905百万円となり、前連結会計年度末に比べて637百万円
増加しました。
流動負債は3,364百万円となり前連結会計年度末に比べ924百万円増加しました。主な要因は、支払手
形及び買掛金の増加627百万円、短期借入金の増加474百万円、未払法人税等の減少154百万円、未払消
費税等の減少45百万円等によるものであります。
固定負債は1,540百万円となり前連結会計年度末に比べ287百万円減少しました。主な要因は、長期借
入金の減少269百万円等によるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は3,818百万円となり、前連結会計年度末に比べて91百万
円増加しました。主な要因は、四半期純利益の計上237百万円及び配当金の支払い150百万円により利益
剰余金が87百万円増加したこと等によるものであります。
この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の46.6％から43.8％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について、
重要な変更及び新たに生じた課題はありません。
　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は107百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま
せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,792,000

計 16,792,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,345,370 8,345,370

東京証券取引所

市場第二部

福岡証券取引所

単元株式数  100株

計 8,345,370 8,345,370 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 8,345,370 ― 455,850 ― 366,322
 

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない
ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による
記載をしております。

　
① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 11,700

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,217,100 82,171 ―

単元未満株式 普通株式 116,570 ― ―

発行済株式総数 8,345,370 ― ―

総株主の議決権 ― 82,171 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
イフジ産業株式会社

福岡県糟屋郡粕屋町
大字戸原200番地の１

11,700 ― 11,700 0.14

計 ― 11,700 ― 11,700 0.14
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりでありま
す。

　役職の異動
　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏　　名 異動年月日

取締役
(関西事業部長 福岡事業部担当)

取締役
(福岡事業部長 関西事業部担当)

坂本　勇 平成25年９月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,569,817 1,503,322

受取手形及び売掛金
※ 1,840,517 ※ 2,558,123

商品及び製品 355,490 364,304

仕掛品 28,664 38,843

原材料及び貯蔵品 255,742 207,250

繰延税金資産 37,240 3,334

その他 17,707 84,417

貸倒引当金 △11,450 △9,369

流動資産合計 4,093,729 4,750,225

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,110,702 1,065,785

機械装置及び運搬具（純額） 451,826 484,078

土地 2,029,731 2,069,143

その他（純額） 39,035 77,122

有形固定資産合計 3,631,295 3,696,130

無形固定資産 15,920 12,622

投資その他の資産

投資有価証券 52,864 60,822

繰延税金資産 128,213 132,115

その他 85,414 84,375

貸倒引当金 △12,349 △12,430

投資その他の資産合計 254,143 264,883

固定資産合計 3,901,359 3,973,636

資産合計 7,995,088 8,723,861
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 654,795 ※ 1,282,369

短期借入金 1,058,067 1,532,102

未払法人税等 167,511 13,265

未払消費税等 48,883 2,972

賞与引当金 58,853 29,412

その他 451,513 504,423

流動負債合計 2,439,624 3,364,544

固定負債

長期借入金 1,167,570 897,856

役員退職慰労引当金 567,235 －

負ののれん 42,396 24,226

長期未払金 － 567,235

繰延税金負債 29,259 29,680

その他 21,647 21,604

固定負債合計 1,828,108 1,540,602

負債合計 4,267,732 4,905,147

純資産の部

株主資本

資本金 455,850 455,850

資本剰余金 366,322 366,327

利益剰余金 2,904,873 2,992,614

自己株式 △4,335 △4,939

株主資本合計 3,722,710 3,809,853

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,645 8,860

その他の包括利益累計額合計 4,645 8,860

純資産合計 3,727,355 3,818,714

負債純資産合計 7,995,088 8,723,861
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 7,949,399 9,240,784

売上原価 6,193,378 7,788,335

売上総利益 1,756,020 1,452,448

販売費及び一般管理費 1,117,726 1,118,770

営業利益 638,294 333,677

営業外収益

受取利息 138 619

受取配当金 704 830

受取保険金 11,810 613

受取賃貸料 4,532 4,721

負ののれん償却額 18,169 18,169

その他 11,682 9,713

営業外収益合計 47,037 34,667

営業外費用

支払利息 16,335 13,508

営業外費用合計 16,335 13,508

経常利益 668,997 354,836

特別利益

固定資産売却益 143,333 －

災害損失引当金戻入額 8,970 －

特別利益合計 152,303 －

特別損失

固定資産除売却損 60 2,695

減損損失 79,120 －

特別損失合計 79,180 2,695

税金等調整前四半期純利益 742,120 352,141

法人税、住民税及び事業税 306,843 85,505

法人税等調整額 △302 28,883

法人税等合計 306,540 114,389

少数株主損益調整前四半期純利益 435,579 237,752

少数株主利益 － －

四半期純利益 435,579 237,752
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 435,579 237,752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,487 4,215

その他の包括利益合計 2,487 4,215

四半期包括利益 438,066 241,967

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 438,066 241,967

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(追加情報)

当社は、平成25年６月26日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止及び平成25年３

月31日までの在任期間に対応する退職慰労金を、各取締役及び監査役のそれぞれの退任の際に支給する

ことを決議しました。

　これに伴い、当社の「役員退職慰労引当金」の金額を取り崩し、支給額の未払い分567,235千円を固

定負債の「長期未払金」に計上しております。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 39,172千円 36,468千円

支払手形 18,056千円 15,914千円
 

　
(四半期連結損益計算書関係)

　　該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 160,000千円 157,118千円

負ののれんの償却額 18,169千円 18,169千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 122,235 22 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月12日
取締役会

普通株式 55,561 10 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 83,342 15 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月12日
取締役会

普通株式 66,668 ８ 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

鶏卵関連事業 調味料関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,074,894 859,746 7,934,641 14,758 7,949,399

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,074,894 859,746 7,934,641 14,758 7,949,399

セグメント利益 570,708 58,817 629,526 8,767 638,294
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び太陽光発電事

業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 629,526

「その他」の区分の利益 8,767

四半期連結損益計算書の営業利益 638,294
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失)

「鶏卵関連事業」セグメントにおいて、土地の一部売却に伴い、本社の土地の一部について売却予定

資産として資産のグルーピングの見直しを行い、回収可能価額まで減額し、減損損失を認識いたしまし

た。

　なお、当該減損損失の計上額は、79,120千円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

鶏卵関連事業 調味料関連事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,320,363 888,596 9,208,960 31,823 9,240,784

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,320,363 888,596 9,208,960 31,823 9,240,784

セグメント利益 240,921 77,884 318,805 14,872 333,677
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び太陽光発電事

業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 318,805

「その他」の区分の利益 14,872

四半期連結損益計算書の営業利益 333,677
 

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 52円26銭 28円53銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 435,579 237,752

 普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 435,579 237,752

 普通株式の期中平均株式数(株) 8,334,230 8,333,858
 

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２　当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき普通株式1.5株の割合で株式分割を行っております。前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第42期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当について、平成25年11月12日開催の

取締役会において、平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中

間配当を行うことを決議いたしました。
　

①　中間配当金の総額 66,668千円

②　１株当たりの金額 ８円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   久　　留　　和　　夫   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   只　　隈　　洋　　一   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月10日

イフジ産業株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイ
フジ産業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イフジ産業株式会社及び連結子会社の平成
25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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